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インカレや全日本大会の興
奮も遠い以前のことのよう
に感じ始められた４月の第
二週末、日光地区で本年度の
各種国際大会日本代表メン
バーを選出する合同選考会
が開催された。 
 
年度が改まれば、目標も新たになる。 
コースプランナーは、国際的な競技
の方向性を熟知する村越真氏。「好テ
レイン」「プロの手による高精度の地
図」に加え、「公平で競技性の高いコー
ス」が用意されていることが確信され
た。条件が整えば、競技者も安心して
全力をぶつけられる。 
 
スプリント決勝は、石が多く微地形に
富んだ森林エリアと、整備された公園
エリアとが混合されたコースで行なわ
れ、一部区間ではミドルのような難し
いアタックが要求された。（なお、ＪＷ
ＯＣ代表選考クラスは公園エリアを中
心としたコースでの競技。）スピードコ
ントロールに難儀した選手も多く見受
けられた。 
 
さらにはコントロール不通過や近接
コントロールでの誤チェックによる失
格や、植物が見られず地図でも現地で
も判別しにくい花壇用地の横断による
順位剥奪（自己申告に基づく判定のた
め、完走は認められ参考タイムとなっ
た）が相次いだ。 
特にＷＯＣ代表選考男子クラスで憂
き目を見た選手が目立ったが、シビア
な競争の中でのスプリント競技は、そ
れだけ追い込んだ走りが要求されると
いうことだろうか。 
翌日のミドルは、事前にプログラム
でも予告された通りの高速レースとな
った。結果的に、僅かなタイム差によ
り決定した順位が、選考を左右した面
もあったようだ。 
そんな中、番場選手は両日とも、全
日本（ＷＯＣ代表選考レース第１戦）
に続いて２位を１割以上のタイム引き
離す好走を見せた。充実振りが窺える。 

（松澤俊行） 
 

選考会結果 
(各カテゴリー選考対象上位 3 名) 
4月12日(土)スプリント(決勝 

<JWOC(ジュニア世界選手権)代表選考> 
男子 
1 宇野夏樹 鶴見大学 
2 松井健哉 名古屋大学 
3 津島直樹 岩手大学 
女子 
1 山本紗穏里 筑波大学 
2 本間理紗 東北大学 
3 高野美春 十文字学園女子大学 
 
<WUOC(世界大学選手権)代表選考> 
男子 
1 藤沼崇 新潟大学OB 
2 日下雅弘 東北大学 
3 岩城徹 東北大学OB 
女子 
1 稲葉茜 筑波大学OG 
2 朴峠周子 日本女子大学OG 
3 千葉妙 筑波大学OG 
 
<WOC(世界選手権)代表選考> 
男子 
1 紺野俊介 横浜OLC 
2 高橋善徳 みちの会 
3 鹿島田浩二 渋谷で走る会 
女子 
1 番場洋子 堀場製作所 
2 渡辺円香 ES関東C 
3 皆川美紀子 みちの会 
 
 
～4月13日(日)ミドル～ 
<JWOC(ジュニア世界選手権)代表選考> 
男子 
1 林真一 名古屋大学 
2 岡本将志 早稲田大学 
3 下嶋健太 筑波大学 
女子 
1 高野美春 十文字学園女子大学 
2 鈴木聡子 東北大学 
3 柴田彩名 椙山女学園大学 
 
<WUOC(世界大学選手権)代表選考> 
男子 
1 高橋雄哉 図書館情報大学OB 
2 日下雅弘 東北大学 
3 藤沼崇 新潟大学OB 
女子 
1 米谷法子 東京農工大学OG 
2 千葉妙 筑波大学OG 
3 朴峠周子 日本女子大学OG 
 
<WOC(世界選手権)代表選考> 
男子 
1 山口大助 ES関東C 
2 松澤俊行 三河OLC 
3 小泉成行 ときわ走林会 
女子 
1 番場洋子 堀場製作所 
2 渡辺円香 (ES関東C 
3 加納尚子 朱雀OK 
 
 

 
戦慄の微地形地帯での序盤戦 

（「日光だいや川公園」スプリント決勝） 
 

 
美林を舞台に高速バトル 

（「日光和泉2008」ミドル） 

日光で日本代表選考会 
 

大会 
報告 

松澤俊行 
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